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令和５年定例会９月会議 

豊 浦 町 議 会 会 議 録 

 

令和５年９月22日（金曜日） 午前10時00分 再開 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

◎議事日程（第３号） 

      再開宣告 

      開議宣告 

 日程第１ 議案第60号 教育委員会委員の任命について 

 日程第２ 議案第61号 豊浦町功労者表彰の同意ついて（公益功労者） 

 日程第３ 議案第62号 豊浦町功労者表彰の同意ついて（公益功労者） 

 日程第４ 議案第63号 豊浦町功労者表彰の同意ついて（自治功労者） 

 日程第５ 議案第64号 豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の制 

            定について 

 日程第６ 議案第65号 豊浦町公営企業の剰余金処分等に関する条例の制定について 

 日程第７ 議案第66号 豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の公営企業会計適用に伴う 

            関係条例の整備に関する条例の制定について 

 日程第８ 議案第67号 豊浦町簡易水道設置条例の廃止について 

 日程第９ 議案第68号 豊浦町公共下水道設置条例の廃止について 

 日程第10 議案第69号 豊浦町農業集落排水施設設置条例の廃止について 

 日程第11 議案第70号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 

 日程第12 議案第71号 工事請負契約の締結について 

 日程第13 議案第72号 令和５年度豊浦町一般会計補正予算（第３号）について 

 日程第14 議案第73号 令和５年度豊浦町介護保険事業特別会計補正予算(第１号)について 

 日程第15 報告第４号 令和４年度決算に基づく健全化判断比率等について 

 日程第16 委員会報告 

      議案第58号 令和４年度豊浦町各会計決算の認定について 

      議案第59号 令和４年度豊浦町国民健康保険病院事業会計決算の認定について 

      少数意見の報告 

 日程第17 選挙第１号 選挙管理委員会委員及び補充員選挙ついて 

 日程第18 意見書案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充 

            実・強化を求める意見書 

 日程第19 意見書案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書 

      散会宣告 

 

 

◎出席議員（７名） 

議 長 ８番 根 津 公 男 君 副議長 ７番 石 澤 清 司 君 

 １番 山 田 秀 人 君  ３番 小 川 晃 司 君 

 ４番 勝 木 嘉 則 君  ５番 大 里 葉 子 君 
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 ６番 渡 辺 訓 雄 君 

 

 

◎欠席議員（０名） 

 

 

◎説明員 

町 長    村 井 洋 一 君 

副 町 長    須 田   歩 君 

教 育 長    葛󠄀 西 正 敏 君 

代 表 監 査 委 員    菅 野 厚 志 君 

総   務   課   長    石 川 壮 輔 君 

総 務 課 長 補 佐    竹 島 英 和 君 

政 策 財 政 課 長    本 所   淳 君 

政 策 財 政 課 長 補 佐    宮 崎 優 亮 君 

政 策 財 政 課 主 幹    武 田 貴 博 君 

町 民 課 長    竹 林 善 人 君 

町 民 課 長 補 佐    久 保 隆 史 君 

農 林 課 長    井 上 政 信 君 

農 林 課 長 補 佐    大 嶋 果 林 君 

水 産 商 工 観 光 課 長    長谷部   晋 君 

建 設 課 長    武 石   修 君 

建 設 課 参 事    佐 藤 一 貴 君 

生 涯 学 習 課 長    杉 谷 佳 昭 君 

総 合 保 健 福 祉 施 設 事 務 長    藤 原 弘 樹 君 

総合保健福祉施設事務次長    阪 下 克 哉 君 

国民健康保険病院事務局長    高 橋 美 香 君 

 

 

◎事務局出席職員 

事 務 局 長    荻 野 貴 史 君 

書 記    岩 崎 洋 子 君  
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午前10時00分 再開 

（出席議員数７名） 

  ◎再開宣告 

○議長（根津公男君） 皆さん、おはようございます。 

 昨日に引き続き、定例会９月会議を再開いたします。 

 なお、ただいまの出席議員は７名であり、法第113条の規定による定足数を満たしております。 

 よって、会議は成立いたします。 

 

  ◎開議宣告 

○議長（根津公男君） これより、会議に入ります。 

 

  ◎議案第60号 教育委員会委員の任命について 

○議長（根津公男君） 日程第１、議案第60号 教育委員会委員の任命についてを議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村井町長。 

○町長（村井洋一君） それでは、提案理由の説明をさせていただきます。 

 議案第60号 教育委員会委員の任命についてご説明いたします。 

 提案の理由でございますが、教育委員会委員山下圭一氏は、令和５年９月30日をもって任期

満了となるので、山下圭一氏を再任いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第２項の規定に基づきまして、議会の同意を求めるものでございます。 

 山下圭一氏は３期９年半の間、教育委員会の委員として、地域に信頼される学校教育の推進、

生きがいのある生涯学習の推進、教育環境の整備等教育行政の一層の充実改善に大変ご尽力を

いただいてございます。 

 以上のことから、教育委員会の委員として適任者と考え、再任いたしたく議員各位のご理解

によりまして、ご同意を賜りたいと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） これで、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり同意することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり同意することに決しました。 

 

  ◎議案第61号 豊浦町功労者表彰の同意ついて（公益功労者） 

  ◎議案第62号 豊浦町功労者表彰の同意ついて（公益功労者） 

  ◎議案第63号 豊浦町功労者表彰の同意ついて（自治功労者） 

○議長（根津公男君） 日程第２、議案第61号 豊浦町功労者表彰の同意についてを議題とい

たしますが、議案第62号及び63号の３件につきましては、会議規則第34条の規定に基づき一括

議題として、説明を受けたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（根津公男君） 異議なしと認め、議案第61号から議案第63号までの３件につきまして

は、一括議題とし説明を受けることといたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） それでは、２ページから７ページまでの議案第61号から63号まで、

一括してご説明いたします。 

 今回の功労者表彰候補者につきましては、去る８月28日に豊浦町表彰審議会に諮問し、満場

一致で表彰するべきだと答申を受けた方について、提案を申し上げるものであります。 

 提案理由につきましては、豊浦町表彰条例に基づき、功労者表彰を行うに当たっては、議会

の同意を得て決定する旨の規定となっておりますので、ここに提案を行うものです。 

 それでは、議案を説明いたします。２ページをお開きください。 

 議案第61号 豊浦町功労者表彰の同意についてでございます。候補者は、豊浦町字東雲町の

長谷川幹雄さんです。３ページの候補者調書をお開きください。 

 長谷川さんは、平成23年４月から通算12年の永きにわたり、豊浦町東雲第１自治会長として、

また、平成27年４月から通算４年にわたり、自治会連合会副会長、平成29年４月から通算４年

にわたり自治会連合会長として、地域の振興と福祉の充実向上に尽力され、自治会の発展に貢

献されました。その功績は多大であることから、町表彰条例の規定に基づき、公益功労者とし

て今回ご提案するものでございます。 

 次に、４ページをご覧ください。 

 議案第62号 豊浦町功労者表彰の同意についてでございます。候補者は、以前は豊浦町字桜、

現在は、伊達市梅本町にお住まいの前野俊春さんです。５ページの候補者調書をお開きくださ

い。 

 前野さんは、町民の健康を保護するとともに、生活環境の保全を図るため、昭和57年４月か

ら平成16年３月まで豊浦町公害対策審議会委員に就任し、平成16年４月から平成23年３月まで

同審議会副会長、平成24年４月から令和３年３月まで同審議会会長に就任し、通算40年の永き

にわたり審議会の円滑な運営と、町民の健康で文化的な生活を確保することに尽力されました。 

 また、平成６年12月から令和４年11月に至るまで、28年の永きにわたり豊浦町民生委員・児

童委員を務められ「一人の不幸も見逃さない」の理念の下、地域住民の相談相手として関係機

関と連携し、生活困窮をはじめとする困りごとの解決と生活安定に尽力されました。その功績

は多大であることから、町表彰条例の規定に基づき、公益功労者として今回ご提案するもので

ございます。 

 次に、６ページをご覧ください。 

 議案第63号 豊浦町功労者表彰の同意についてでございます。候補者は、豊浦町字大岸の福

原芳美さんです。７ページの候補者調書をお開きください。 

 福原さんは、平成17年７月から令和５年７月までの18年間にわたり、地域農業者の代表とし

て、本町の農地売買、貸借の許可、農地転用案件への意見具申、遊休農地の調査・指導等、農

業委員会業務を通じて、本町の農業振興に尽力されました。この間、農業委員として４年間、

会長職務代理として８年間、会長として６年間にわたり歴任され、温厚かつ誠実な性格を持っ

て、様々な農地問題にも積極的に進言し、委員会の運営・発展に大いに貢献されました。その

功績は多大であることから、町表彰条例の規定に基づき、自治功労者として今回ご提案するも

のでございます。 

 以上で説明を終わります。 
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○議長（根津公男君） 一括説明が終わりましたので、初めに議案第61号 豊浦町功労者表彰

の同意についての質疑あれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり同意することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案どおり同意することに決しました。 

 次に、議案第62号 豊浦町功労者表彰の同意についての質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり同意することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案どおり同意することに決しました。 

 次に、議案第63号 豊浦町功労者表彰の同意についての質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） これで、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり同意することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり同意することに決しました。 

 

  ◎議案第64号 豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の制定につ 

   いて 

○議長（根津公男君） 日程第５、議案第64号 豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の設

置等に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 議案書８ページをお開きください。 

 議案第64号 豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の制定について

ご説明いたします。 

 豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例を、別紙のとおり定めるもの

でございます。 

 提案の理由といたしまして、総務大臣通知による地方公営企業法の財務・会計に関する規程

等を適用し、公営企業会計に移行するに当たり、現行の条例を廃止し、新たな条例を制定する

必要がございますので、本条例案を提出するものでございます。 

 それでは、条例の内容についてご説明させていただきます。 

 議案書９ページをお開きください。 
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 第１条では、公衆衛生の向上、公共用水域の水質の保全に資するため、公営企業を設置する

旨を規定してございます。 

 第２条では、地方公営企業法の規定による財務規定を適用、いわゆる一部適用をする旨を規

定してございます。 

 第３条では、簡易水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業の経営基本である区域、給

水人口、計画人口、面積などを規定してございます。 

 案書10ページをご覧ください。 

 第４条では、予定価格が700万円以上の動産または不動産、土地については１件5,000平米以

上のものを取得または処分する場合は、予算で定めなければならない旨を規定してございます。 

 第５条におきましては、議会の同意を要する賠償責任の免除を規定しております。賠償額は

10万円以上の場合は、議会の同意を要する旨を規定しております。 

 第６条では、10万円以上の負担付寄附または贈与を受ける際には、議会の議決を要する旨を

規定してございます。 

 第７条では、公金の管理、出納について、会計管理者に行わせる旨を規定してございます。 

 第８条では、上半期、下半期、第２項に定める事業の概要、経理の状況を公表する旨を定め

ております。 

 議案書11ページをお開きください。 

 最後、附則といたしまして、この条例は、令和６年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

 山田議員。 

○１番（山田秀人君） 条例の制定の中の第２条で、いわゆる財務規定の中で複式簿記を採用

するという、病院と同じような会計システムにするということですが、そうすると監査のほう

も、それに対応しなければならないことが出てくるわけです。病院の監査と水道、下水道の監

査もややこしくなる。議選の監査も大変な仕事になるということですが、それとそれに対応す

る事務能力といいますか、複式簿記に対するそういう知識とか、そういうものは水道、下水道

というか、それを担当する者以外にも、やはりきちっとした知見を持っていなければ駄目だと、 

そういうものになるのですが、その辺りの知識の導入とか研修とか職員へのそういう勉強する

対応力、そこら辺はきちっと担保されるのかどうか、制定するわけですから担保しなければな

らないのでしょうが、それについての対応をどうするか、伺います。 

○議長（根津公男君） 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） ご心配ありがとうございます。 

 監査に関しても、今山田議員がおっしゃったように、新たに複式簿記という形で、公営企業

会計ということになりますので、監査のほうは変わるかと思います。それに対する職員の対応

ということですけれども、今現在いる職員も積極的に研修等へ参加させておりますし、この後

も随時研修等に積極的に参加させたいと考えてございます。 

 ただ、今まで単式簿記ということでなじんできた分、複式簿記に変わることによって科目だ

とかも変わるので、そこは確かに職員は苦労するかとは思いますが、現状いる職員で研修等を

受けながら、やっていきたいなと考えてございます。 

○議長（根津公男君） 山田議員。 

○１番（山田秀人君） そういうことで努めたいということですが、それで実際に私も議選の

監査を経験した者の一人として、病院の複式簿記ですが一つ間違うと、間違った先まで遡って
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資産台帳やら全部を付け替えなければならないと、そういうのがあったり、それから減耗とか

そういう物品の整理、それらの棚卸しもあるわけですよ。そうなると非常にややこしいことに

なると、ですから、幸いながら議会事務局長が今議会で監査を受け持っているけれどもこれも

大変だ。彼は前の職場で経験して知見があるから、複式のそういう財務会計は分かるわけです

よ。そういう中でやっているとえらい事務量で、１回そこでそごを発見した場合に、いつまで

たっても回答が出てこないという、そういうケースがあったり、本当にそういう面では財務会

計に明るい人たちが何人もちゃんとそこにいてやらないと、今までどおりの単式簿記をやって

いた人のような格好では、なかなかできない。そうすると事務のスピードも遅くなってくるの

ですよ。回答が来月になる再来月になると、そういうことになってきたケースがたくさんある

わけですよ。ですから、そういう意味では私も初めてそういう中で、立ち会った中で分かった

一人ですけれども、それも含めてこの際、監査事務局をきちっと独立させて、それに対応でき

る会計上の危機管理をきちっと確立しないと、まずいのではないかなと思うのですよ。 

 体制を含めてお考えになったほうが、よろしいのではないですか、どうですか、そこら辺は

副町長あたりは、事務の統率者ですから考えていると思うのですが、どのような所見を持って

いるか、伺います。 

○議長（根津公男君） 須田副町長。 

○副町長（須田 歩君） ただいま議員からご質問のありました、監査における体制づくりと

いうご質問かと思います。議員がおっしゃるとおり複式簿記というのが、通常の会計上とは異

なる部分もございます。職員も限られた人数で、行政運営をしている状況もございます。そう

いう中でいかに効率的に、また、そういうミスを防ぐ体制づくり、環境づくりというものが求

められていると認識してございます。 

 監査事務局は、今兼職という取扱いになっておりますけれども、そういうところも含めて、

今後、どのような体制づくりができるのかを考えつつ、職員のスキルアップを目指してもらえ

る環境づくりも、重要かと思っておりますので、いろいろな課題は多くあろうかとは思います

が、そういう課題を見つけながらクリアできるように、今後取り組んでいきたいと考えており

ます。 

○議長（根津公男君） ほかに、ございませんか。 

 石澤議員。 

○７番（石澤清司君） 質問するに当たって、議長さんにお願いしたいと思うのですが、質問

回数が３回なもので、本来一問一答方式になっているのですけれども……。 

○議長（根津公男君） いや、一般質問ではないので、まとめてそうしてもらえれば、回数は

３回ということで決まっていますので、よろしくお願いします。 

○７番（石澤清司君） そこなのですけれども、今回簡水の関係で企業会計にするということ

で、捉え方が少し複式簿記にするということが、脚光を浴びているようでございますが、私の

捉え方とすれば、企業経営者として、この簡水の関係の事業をどのように、企業ですのでどう

利益を求めるかも当然大事で、経営として考えていくべきことだろうし、これに向けてどうす

るのだと、戦略的なものも策定していくべきではないかと、私なりに考えますし、当然、財政

関係の見える化をしていかなければならない。一つ大きなことは、企業会計にするということ

は、独立採算が原則なわけですよ。ですから、企業の中で収入と支出のバランスを持って、で

きるだけ利益を得ることをしなければならないのが、企業会計にする主な捉え方ではないかと、

私は思うのです。 

 今回の提出された条例に基づいて、まず、質問をさせていただきますけれども、第３条の経
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営の基本の中に、給水人口、計画人口があるのですが、我々が捉えるのには、豊浦町の人口な

り世帯数なり戸数が、ここに入ってくるのかなと捉えてはいるのですが、この辺の人数の捉え

方は、今回提案された人数では、どのようになっているのか、まず、その辺のところの説明を

お聞かせ願いたいのと、第７条の会計事務の処理では、（１）から（８）までを会計管理者に

行ってもらうことについては、保管に関する事務はやむを得ないだろうなと思うし、また、支

出負担行為に関する確認を行うことも、会計管理者としてやることは、何らやぶさかではない

だろうと、それから現金及び財産の記録管理に関する事務と、決算に係る権限になってきます

と、今回の公営企業に対して、建設課長の武石さんは所管課長として、会計管理者との権限の

ありようが、どのようになってくるのか、その辺の説明をまず、お伺いしたいと思います。 

○議長（根津公男君） 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） ２点ほど、ご質問があったかと思います。 

 まず、１点目の第３条経営の基本の中にあります給水人口や計画人口、これにつきましては、

例えば、水道ですと認可を受ける際に、事業計画を立ててございます。その中に記載している

人数がこの4,040人ですので、実際の人口とイコールではないということで、ご承知いただけれ

ばと思います。 

 続いて第７条、会計管理者に行わせるものということで、今までの特別会計と同じように、

お金が動くものに関しましては、会計管理者に行っていただくということも、規定した内容と

なっております。 

 建設課長としましては、原課の担当といいますか、管理者という形ですが、水道事業の管理

者は町長になるのですけれども、現場の担当は私になりますので、当然先ほど石澤議員がおっ

しゃったように、経営としての視点も頭に入れながら、やらなければならないと思っておりま

すし、当然、会計管理者も含めて、財政サイドとの連携も必要になってくるかと思います。 

 そういうことも含めて、先ほど他の議員からもありましたように、複式簿記に変わることに

よって、やることですとか、考え方を変えていくべきところが出てくるかと思いますが、一応

連携を図りながら、進めていきたいと考えております。 

○議長（根津公男君） 石澤議員。 

○７番（石澤清司君） 来年の４月１日から企業会計にするに当たって、当然これからしなけ

ればならない準備のために、やっていくべき作業があるわけでして、まず、昨日の同僚の一般

質問の中にもあったのですけれども、打切決算ということで、何か10月を予定しているという

ことですし、また、打切決算において、期首の貸借対照表的なものは、当然出てくるであろう

と思っているわけですが、その他移行に当たって、いろいろ財政的なことも含めて対応してい

かなければならないと、そういう中で当然、見える化を図っていかなければならないだろうし、

その中において、経営の状況にも対応していかなければならない、そういうことになるだろう

と私は考えるわけでして、当期の期首の貸借対照表に当たっては、当期の会計の試算表的なも

のも、当然出していかなければならないと思うし、その中で損益計算書なり、キャッシュフロ

ーの計算等についても、やっていかなければならないと思うわけでございます。 

 ですから、一番肝腎なのは、最初に私が言わせていただきました、独立採算が原則だという

ことになってくると、昨日の同僚の答弁には、赤字の話ではないのですよね。しかし、貸借対

照表によると、収入に一般会計から繰入れをして賄っているのです。それは、企業会計からい

くと赤字なのですよ、補塡するということですからね。本来の企業会計からすれば、借入れを

しなければならないのですよ。ですから、そこをきちっと見える化しなければ、どうしてもそ

こに一般会計から繰入れをすればいいような考え方が、今までずっと慣例的にしてきたのです
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が、来年の４月１日からはそうではなくて、経営をしていかなければならないと思うので、そ

の辺も一般会計の繰入れについても、きちっとした決め方をして、例えば、職員の給料費、ま

た施設に関わる建設費だとか、そういうものは一般会計から繰入れをすると、維持管理につい

てはやはり収入から充てるという、ちゃんと見極めをして対応していくべきではないかと、私

は考えているのですよ。 

 そして、今回の条例の中に借入れという文言が出てきていないで、病院経営では借入れがあ

って、限度額を決めて対応しているのだけれども、当然、この公営企業に当たっても、借入れ

をしていくという考え方をしていくべきではないかと、私は捉えているのです。 

 ですから、その辺のところをきちっとして、当然、来年の４月１日からやることですので、 

その辺もきちっとした考え方でやっていくべきであり、料金の値上げにしても、ちゃんと住民

が理解できる設定で対応しなければならないので、そこもきちっと整理をしてやらないと、町

民も一般会計から繰入れすればいいという考え方になるのです。今まで慣例で、そういう捉え

方をしているので、やはり企業会計になったと同時に、料金表の見直しをしながら、どの部門

は料金表で賄うとか、はっきりと示していくべきではないかと、私は考えるのですけれども、

今回のこの条例の中には、借入れのことが書いていないものですから、そのことも含めて今私

が勝手に心配をしているだけなのですが、健全財政から考えると、やはり一般会計からの繰入

れもちゃんとした根拠に基づいて、繰入れをしていく考え方になるべきではないかと思います。 

 ですから、経営としての責任ある立場とすれば、先ほど会計管理者なのか建設課長の武石さ

んなのかを、聞いたところはそこなので、全般にわたっての経営の責任者は、村井町長である

ことは当然です。そのことも含めて、村井町長の考え方もお聞かせ願いたいと思うのですが、

所管課長として、今の私の質問に答えていただけることがあれば、まず武石課長のご答弁をい

ただいて、その後に町長の考え方、また、お隣に副町長もおられるので、道としての取組方も

含めて、道は道としての考え方もあろうかと思うので、その辺も含めてひとつお答えをいただ

ければと思います。 

○議長（根津公男君） 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） いろいろとご質問をいただきましたけれども、答弁漏れがありま

したらご指摘ください。 

 まず、今後どういう形で移行するのか、４月に向けて動いていくのかということもあったか

と思います。 

 昨日の一般質問の答弁でもさせていただきましたが、公営企業会計システムの導入が10月中

ぐらいになる予定で、今準備してございます。それが入りましたら、令和６年度の予算策定に

向けて、今お話のあった打切決算という形で、決算見込みというものをつくります。それに基

づきまして、令和６年度の予算編成ということで、準備をする形になろうかと思います。 

 今繰入れのお話もあったかと思います。繰入れを条例でうたうべきではないかということで

すが、確かにこの中で、繰入れの限度額等を定めたものはございませんが、全員協議会でもご

説明させていただきましたが、規則も新たに策定する予定でございます。限度額等につきまし

ては、そちらで新たに制定する予定でございますので、そちらでどういう形の表現がいいのか

を含めて、精査しながら進めていきたいと考えてございます。また、繰入れするということは、

当然赤字補塡という話もありましたが、つまり赤字補塡ということは、収入では賄えていない

ということになりますが、簡易水道に関しては、工事費や人件費等がありますけれども、それ

に対する料金は、おおむねとんとんという言葉がいいのか分かりませんが、そういう状況にな

っております。下水道は、処理場という大きなものを抱えていることもありますし、下水道に
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関しては赤字ということで、今手元に資料を持ってこなかったのですが、赤字であることに間

違いはございません。当然、経営という視点でいけば、料金値上げを考えなければいけないの

かなとは思っておりますが、原課としてはそういう考えでおりますけれども、あとは当然、値

上げするに当たっては審議会もありますし、当然議会の皆様とも、十分な審議も必要かと考え

てございますので、ただ現状としては赤字ということを考えると、そういうことも考えなけれ

ばいけないのかなということは、原課としては考えてございます。 

○議長（根津公男君） 村井町長。 

○町長（村井洋一君） 多々ご心配をいただきまして、ありがとうございます。 

 ただいまの企業会計、簡易水道、下水道の企業会計ということでございます。昨日も答弁の

中でお示ししたとおり、まず、実態を知るという意味で、非常に大きな進展であろうと思って

ございます。以前から簡易水道、特に下水道については、非常に一般会計からの繰入れが多い

ということでございまして、まず、実情を知って議会の皆様、また審議会もありますが、そう

いう方々に今課長も答弁しましたように、実態はこうなっているのだということをお示しする

と、また、町民の方にもお示しするということも、当然必要になってくるのかなと思ってござ

います。その中で、今後どういう計画、スタンスでいくのかも併せて、審議会とか議会の皆さ

んにもお諮りしていかなければ駄目だなと思ってございます。そういう中で、当然、すぐには

いかないわけでございます。そういう見える化をすることによって、これからの方針を決めて

いくと、今までの赤字部分はどういうふうにしていくか、繰入れをどうしていくのかというこ

とも、当然、やっていかなければならないわけでございます。皆さん方に明らかに分かるよう

に、町民の方にも分かりやすく、会計がどういうふうになっているのだ、簡易水道の会計はこ

うですよと、下水道の会計はこうなっていますよと、まず、そういうことを明らかにさせてい

ただきたいと考えてございます。 

○議長（根津公男君） 須田副町長。 

○副町長（須田 歩君） 北海道の取組状況についてでございますけれども、北海道の下水道

事業についても、地方公営企業法に基づきまして、一部適用ということで移行してございます

が、繰入れの状況については、大変申し訳ございません、そこまでの状況を把握していない部

分もございますので、少しお時間をいただきまして、改めて北海道の状況について、議員の皆

様にご説明に上がりたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（根津公男君） 石澤議員。 

○７番（石澤清司君） 移行して来年の４月１日から発足する中で、私はきちっとした経営的

な考え方を持ってやることが大事で、それにはやはり独立採算でやるのが原則だということを、

よく考えていくべきではないかと思うのですよね。 

 ですから、一般会計から繰入れするなら利息がかかるけれども、借入金を起こして金融機関

から借りればいいのです。それには、町民に理解していただけるような説明をしなければなら

ないですよ。そこをちゃんと区分けをして、企業経営に当たるべきではないかと思うわけです

よ。 

 民間の企業であれば、最初に立ち上げる場合に、貸方に資本金という項目が出てくるのです

よ、資本金ね。これは元入金と言うのです。私は、まだ地方財政法の規則的なものを読んでい

ないのですけれども、今まで一般会計から繰入れる金額を資本金として、これは１年１年の決

算ですが、当然、そういうことも加味してやることが、財政上可能なのかどうなのか分からな

いけれども、そういう形をとることも、一つの方法ではないかなと私は考えていくのですよね。 

 そして、私なりに勝手に心配しているのは、ただ企業会計で複式簿記でやればいいのだと、
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捉えがちに聞こえるものだから、これは企業会計なのだということをきちっとして、所管は分

かっているとは思うのですが、町民にも分かるような説明をしていかなければならないし、病

院経営においては不採算という関係で、国の交付金なり補助金があるのですけれども、多分、

この簡水については、そういう交付金や補助金は、私はゼロだと思っているのですよ。そして

決算をすれば、固定資産の減価償却が出てくるわけです。その金額については、担保しなけれ

ばならないのですよ。次の施設のために、担保しなければならないことにもなるし、そのこと

について、本当に気の毒だなと思うのは、建設課長がこのことまで対応しなければならないと

なると、今、原課の建設・土木のこともやらなければならないとなると、先ほど同僚議員が言

ったように、ちゃんとした人の体制でやっていくべきではないかと、全て村井町長が１から10

までやっていくということであれば、それはそれで構わないのですが、やはり町長も考え方と

しての話はできるかもしれないけれども、事細かなところまでは、なかなか目が回らないとな

ると、当然、所管の責任ある立場の者が、対応していかなければならないと、その中にこの度

今年から政策財政課ができたので、そことの連携もどうやっていくのかも、当然、内部的に話

合いを持たなければならないので、私は今回この簡水の公営企業に当たって、スタートにはち

ゃんとした考え方、捉え方で、住民方が分かるような見える化をどう図っていくのか、そこに

この事業の大きな課題があると、私は思っているのですよ。 

 ですから、何か一つ問題が起きたときに、所管の職員がどうだこうだとならないと思ってい

るので、その辺のところを限られた職員で、対応しなければならないという大変なことは分か

るけれども、今ある体制の中で、対応していかなければならないとなると、会計管理者それか

ら政策財政課、それから町部局、副長はじめ所管の建設課で、やはりひと月に最低でも１回、

情報交換をしながら、お金のことも含めてどうしていくかと、先のことも考えて対応していく

必要性が、私はあるのではないかなと考えるのです。 

 私が今言ったことや、私が心配していることで済めば、大変いいことだなと思うのですが、

私も議員として、利用料金を上げろというわけにはいかない考え方ではあるのですが、やむを

得ないときは、やはりそこは町民に理解していただいて、料金を上げてもらうということは、

今後の豊浦町の財政を考えたときに、一般会計からの繰入れを少しでも減らす考え方に、私は

立っていくべきではないかと考えるのですが、そこの町長さんの捉え方、考え方、そして課題

として、それをどう今後は解決していくかを、本当は一般質問であれば通告制があるのですが、

今言ったということで、すぐに対応はなかなか難しいかと思うのですが、こういう考え方で進

めていきたいということも含めて、ご答弁をいただければと思います。 

○議長（根津公男君） 村井町長。 

○町長（村井洋一君） 大変、ご心配をいただいております。ありがとうございます。 

 いずれにしてもこの簡易水道、公共下水道については、できればプラスマイナス、悪くても

収支が合うようにということが一番好ましいことだなと、利益が上がれば一番いいのでしょう

けれども、少なくともプラスマイナスに、収支とんとんに向かって、それを目的にしてやって

いくというのが一番の問題だなと、目指すところだなと、現時点で思っております。 

 そのために、先ほども言いましたけれども、まず、実態を知る、数字を把握して、それを議

会の皆様、また審議会の皆様、それから町民の皆様にお知らせすると、見える化を図って現状

はこうなのだよということをまずお知らせすることが、一番大事なスタートの起点であると思

ってございます。そういう現状を見ながら、今後の方向性をどうするのだということも含めて、

町部局また審議会の皆さんや議会の皆さんとも協議しながら、あるべき簡易水道会計と下水道

会計について、十分協議をして方向性を見出していかなければなりませんけれども、その方向
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性を確立するということが、次の段階かなと思ってございます。そのためには先ほどから言っ

てございますとおり、議員も言っておりますとおり、一般会計からの繰入れも明確にして、そ

れを今後どうするのだということが、非常に大事なことかなと、スタートの一つであると思っ

てございます。 

 いずれにしても、これからいろいろ課題は出てくると思います。そういう課題を担当の町部

局、政策財政課等と連携を図って、よりよい企業会計の方向性に向けていきたいと考えてござ

います。 

○議長（根津公男君） 勝木議員。 

○４番（勝木嘉則君） 今、同僚がいろいろ心配されていると思うのですけれども、企業会計

というよりも、これは公営会計なのですよね。企業会計とはちょっと違うし、補助金等いろい

ろありますからちょっと違うので、多分、病院の会計にしても、これから行う土木関係、水道

関係の会計にしても、これはやはり大変なことだと思うのです。システムを入れて今聞いてい

ると、簿記も勉強しなくてはいけない、これは水道課だけではなくて、もちろん財政課も勉強

しなくてはいけないし、会計管理者もしなくてはいけない。これはね、大変ですよ。 

 私も少しは簿記で財務諸表などを、昔学生の頃に勉強したことがありますけれども、公営会

計になりますと、またちょっと違う部分もあるので、これは提案というわけではないですけれ

ども、やはり専門家の公認会計士または税理士、これを顧問ということで少しの間、ずっとで

なくていいですが、ある程度軌道に乗るまでの間でいいので、１年ないし２年でいいので、お

願いをして指導を受けるということも、私は、一つの方法ではないかなと思うのですけれども、

町長、その辺についてはどうでしょうか。 

○議長（根津公男君） 村井町長。 

○町長（村井洋一君） 今担当では、研修や勉強等々を行っているところでございます。 

 そういう中で、もしそのような何といいますか、まだ必要なところがあれば、そのようなこ

とも、考えていかなければならないのかなと思っております。 

 あとは担当と連携を図って、できるだけ速やかに移行できるように、取り組んでいきたいと

思ってございます。 

○議長（根津公男君） あとほかに、山田議員。 

○１番（山田秀人君） この議論なのですが、なぜ、自治体の事業運営を半公営企業会計にし

なければならないのかという、そういうそもそも論になってしまうのですが、こういう背景は

どうなのかというと、十数年前にこのことを国が議論されたというか、内閣の諮問機関の財政

経済諮問会議などが、いわゆる財界の人たちがその中に集まって、国や地方自治体の会計はど

んなになっているのかと、随分と下水道会計に経費がかかっていると、ですから、そういうと

ころに突っ込まないで、民営化したらいいのではないかという、そういうのが議論の始まりで

あって、つい最近では下水道事業の民営化を行えと、政令市などでは水道局とかを持っていま

すから、そこを民営化せよと、そういうような議論までなされているというのが背景ですよ。 

 問題はこの水道、下水道、国民や住民のライフラインなのですよね。ですから、これは利益

を求めて事業をするという問題ではないのですね。国民の生存権、基本的人権をどうやって確

保するかということです。そうでしょう、町長、笑っているけれども、水がなくなったらどう

します。単に企業化して、そういう経営をしなさいということではないはずなのですよ。 

 ただ、全体的に地方財政をめぐるいろいろな困難な中でというか、厳しいのです。それは、

国が地方へのいろいろな交付税を削減していったという、そういう背景があるわけですから、

町長は、現状をよく把握するというけれども、特別会計で今までやってきて、そしてどうする
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かというのは、ずっと長年やってきたわけですよ。それをもうちょっと分かりやすく、会計を

明確にしようということで、こういう企業会計に似た、こういうシステムを導入しようという

ことです。ですから、現状把握するということは、何を見据えて把握するのかということなの

ですよね。単に赤字だから値上げを見据えて、現状を把握することに走ってはならないなと、

私はそう思っています。ですから、掘り下げてこういう新しいシステムに明確化するのは、大

変結構なことですけれども、変な方向に走って行かれると困るという、これにはそういう問題

でもあると、そういうことだと、一言申し添えておきます。 

○議長（根津公男君） あとほかに、渡辺議員。 

○６番（渡辺訓雄君） 様々に同僚が申していたように、その中で今あれしたのだけれども、

私も昨日ちらっと言ったから、しつこくは申し上げませんが、ただ大きな乖離があったことは

事実なのですよ。それで今同僚が水道局と言っていましたけれども、それは政令都市とか、大

きなところはいいけれども、ただこの会計処理に当たって、現状でシステム化しても、今の場

所では今後、私は対応できないと思っているわけです。今日は条例制定だから、これはこれと

しても、同僚が何人か言ったけれども、やはり公営企業と何回もくどくど言っていましたが、

独立採算制なのですよ。見える化にしようが何しようが、最後は収支なのですよ。同僚も言っ

ていたけれども政策財政課、町の収入が上がるための政策財政課ならいいですが、これからは

出し損ばかりだから、それをどうやってするかは、課長のセンスもあるかもしれない。 

 それと同時に、水道、下水道の台帳も全部ありますよね、特会の償還関係も毎年いくらと、 

借入れも明確になっていますよね、それから資産も明確になっていますよね。それは同僚も言

っていたように、10年も20年も前から、おおむね私も知っていますよ。細かいことは別にして、

それから工事に当たっては、交付金というか、助成金もあることも分かるが、それらを明確に

することはいいでしょう。明確にして、ステップすることはいいでしょう。 

 ですから、同僚が言っていたように、その資産などを評価して、金融機関などなどから借入

れするなり、本当にそういう見切決算をして、そして一般会計から繰り出さないように、これ

を機会にしてください。 

 それから、病院は病院で昔からやっているから、全部が全部分かります。そういうふうにや

るのが、独立採算制のやり方だと思っているし、ただ、繰り出せばいいのだと、そして帳尻を

合わせればいいのだと、それは公営企業法には、私はないと思っていますので、町長、そこら

辺の考え方どうですか、現状をまず知るということも、町長は言っているけれども、それはそ

れでいいでしょう。私は、現状は分かっていますから、毎年何千万円の工事をする、それでも

工事に対する起債は知らない。ライフラインの整備はそれはそれとして、おおむね財政は知っ

ていますよ。台帳も資産も全部あるのだから、そんなのは簡単に出るわけですよ。 

 ただ、来年の令和６年の４月からスタートするときには、繰出金を一般会計からしないよう

にできますね。そこだけをお尋ねしましょう。くどいようだけれども、公営企業、独立採算制

という、そういう趣旨を分かっていてやっているのであれば、条例は条例でいいでしょう。 

 そこの最後だけ、お尋ね申し上げたい。 

○議長（根津公男君） 暫時休憩といたします。 

 

休憩  午前11時00分 

再開  午前11時15分 

 

○議長（根津公男君） それでは、休憩を閉じて再開いたします。 
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 先ほどの渡辺議員に対する答弁をお願いいたします。 

 村井町長。 

○町長（村井洋一君） 的確に答えられるか、答えられないかでございますけれども、繰入れ・

繰出しについては、現時点ではこの繰出し、繰入れなしでは、成り立たないということでござ

いますけれども、なお、見える化といいますか、各会計については、その数字ははっきり出て

くるであろうという、私の認識でございます。いずれにしても、企業会計といいますけれども、

これは地域の町民の福祉の向上を目指すものでありまして、そういう意味からすると、公営企

業であるという認識でいるということでございます。公営企業は、町民のために住民のために、

公共の福祉のために、この事業はあるという観点からいきますと、どこまで採算性を求めてい

くのかということも、また一つ考えていかなければ駄目なのかなと思ってございます。 

 以前、私の記憶でございますが、水道事業、公共下水道事業について、ヨーロッパでしたが

どこの国かどこの町か忘れましたけれども、採算性ということで、民間に委託したということ

がありました。ところが民間に委託すれば、民間は当然のことながら、営利追及のみというこ

とでございます。料金はどんどん上がっていくと、それに料金だけでなくて、今度は利益を追

求するわけですから本来であれば、交換しなければならない水道管や下水管、これが老朽化に

よってあちこちに支障を来したと、そのことから民間ではなくてまた公の機関で、再度運営を

している実態があるということでございました。 

 そういうことからすると、公営施設は地域の福祉の増進、町民のためにということで、それ

をまず根底に思っていなかったら、なかなか難しいのかなと思っています。その中でできるだ

け繰入れを抑える仕組みづくりが、それから出てくるのかなと思ってございます。 

○議長（根津公男君） 渡辺議員。 

○６番（渡辺訓雄君） その私に対しての思いは、思いでいいでしょう。生活していかなけれ

ばいけないわけだから、生活というのは所得だけではないので、やはり食べたり飲んだり、繰

り返し循環していかなければいけない。ですから、７月の時に遠藤さんという方が講師として

きたときに、私もあえて発信して、国の意向で公営企業法に取り組んで、そして前進している

ところがありますかと聞いたら、何点か言っていましたよ。向こうも講師だから、あえて名前

までは出しませんけれども、その中で言ったのは、特に下水道が国のライフラインのメニュー

にあるけれども、それに食いつくか食いつかないかは、地方自治の首長さん、あるいは町とし

てどうするかということで、下水道にせよと国では誰も言っていないのだと、ただそれに食い

ついてライフラインの整備、文化的な生活をするためにしただけなのだと、何かをしようと言

っても、最後は建設するに当たっての建設費用、あるいは老朽化に向けて維持管理、メンテナ

ンスにもかかると、それは当たり前です。 

 ですから、そういう認識を今からしておかないと、私は何にも心配はしていないよ。そうい

うふうに常日頃から脇を締めてＰＤＣＡ、それに共に取り組むという姿勢がないと、口ばかり

では、自分の金ではないから、実行もできないはずですよ。自分は何も豊浦町に住まなくても

いいし、どこへ行っても住めるのですから、私はそういう認識をしているのですよ。グローバ

ル、グローバルと口では言うかもしれないけれども、やはりグローバルになって、やはり前進

するようにね。あの講師はどういう目的で来たかも、自分は認識しているけれども、私はそう

いうふうに思っているし、成功したかしていないか確認のために、見てくるのも一つの見識だ

し、ただそんなふうに思って申し上げているだけで、こんなのは大体自分ではかっていますか

ら、そんなことを思うのだけれども、町長、わざわざそういう講師まで来てもらって、あなた

も研修に出ていたけれども、そういうところに一緒に行ってみませんか。 
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 最後、お尋ねしましょう。 

○議長（根津公男君） 村井町長。 

○町長（村井洋一君） 視察もよろしいですけれども、もうちょっと私のことも、検討させて

いただければなと思っています。（「聞こえない、聞こえない」と言う人あり） 

 検討させていただきたい。それと……（何事か言う人あり） 

○議長（根津公男君） 渡辺議員、今町長の答弁中ですから、終わってから話してください。 

 村井町長。 

○町長（村井洋一君） 一緒に研修を受けましたけれども、なるほどなと思っております。 

 ですから、主に昨日も申しましたけれども、下水道事業において、これからご認識のとおり、

人口減少も進展してくるということでございますので、それらのことも受けて、今後の簡易水

道の在り方、また下水道事業の在り方を、しっかりと捉えていかなければ駄目だなと思ってご

ざいます。昨日もお話したと思いますけれども、たしか富山市です。メイン通りの両側にお家

を寄せてきているといいますか、集めてきている。それからぽつんぽつんといったところは、

そういうお宅はメインストリート、集合施設といいますか、分譲地といいますか、そちらに寄

せてコンパクトな都市をつくろうということで、効果的、効率的な体制を整えようということ

でやっております。豊浦におきましても、先ほど言いましたけれども、人口減少をにらみなが

ら、そういうこともできるところは、やっていかなければ駄目だなと考えてございます。 

○議長（根津公男君） 渡辺議員。 

○６番（渡辺訓雄君） そんなことをお尋ねしているのではないのだよ。そういう話を聞いて、

そういう成功しているのか、あるいはしていないのか、現状を一緒に検証しませんか、視察し

ませんかとお尋ねしているのですよ。気分が変われば別だよ、そのことを聞いているのです。 

 議長、取り計らい願います。 

○議長（根津公男君） 村井町長。 

○町長（村井洋一君） 議員の発言に、考えていきたいというふうに思っています。 

○議長（根津公男君） あとほかに、ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎議案第65号 豊浦町公営企業の剰余金処分等に関する条例の制定について 

○議長（根津公男君） 日程第６、議案第65号 豊浦町公営企業の剰余金処分等に関する条例

の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 議案書12ページをお開きください。 
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 議案第65号 豊浦町公営企業の剰余金処分等に関する条例の制定についてご説明いたします。 

 豊浦町公営企業の剰余金処分等に関する条例を別紙のとおり定めるものでございます。 

 提案の理由といたしまして、総務大臣通知による地方公営企業法の財務・会計に関する規程

等を適用し、公営企業会計に移行するに当たり、新たに条例を制定することから、本条例案を

提出するものでございます。 

 それでは、条例の内容についてご説明させていただきます。13ページをお開きください。 

 第１条では、剰余金の処分及び欠損の処理について定め、財政的基盤の確立、健全な運営に

寄与することを目的として規定してございます。 

 第２条におきましては、利益の処分等として第１項では処分方法、第２項では積立方法、第

３項では減債積立金、利益積立金の目的を、第４項におきましては、議会の議決を経た場合の

例外を規定してございます。 

 議案書14ページになります。 

 第３条では、資本剰余金の処分方法について規定してございます。 

 第４条では、利益積立金、資本剰余金をもって、欠損の補塡財源として使える旨を規定した

ものでございます。 

 附則といたしまして、本条例は、令和６年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑あれば許します。 

 山田議員。 

○１番（山田秀人君） 剰余金が出たらということの条例なのですけれども、今一般会計とい

うか、町の基金とは別に、この条例に基づいて減債積立金と利益積立金を創設するという、そ

ういう格好にするのですか、どうなのですか。 

○議長（根津公男君） 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 基金としてではなくて、積立金として決算の認定をいただいた後

に、翌年度に積立金という科目に、積み立てるという内容でございます。 

○議長（根津公男君） 渡辺議員。 

○６番（渡辺訓雄君） これは、条例文だからこれはこれとして、連動するので自分自身がな

かなか分からないのでお尋ねするが、今現在、その積立金というか剰余金、それはどの程度な

のか、それは課長、打切決算をするということだから、先に聞いておくということです。 

○議長（根津公男君） 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 今現在、剰余金というもので積立てはございません。 

○議長（根津公男君） 山田議員。 

○１番（山田秀人君） 今、打切決算するというけれども、今まで地方債を発行していて、そ

れが企業債に変わるという、そういうことにはならないでしょう、それは新たな令和６年から

この条例を施行するわけだから、それ以降に生じたものが、こういうものになるということで

あって、企業債というのは、打切決算してもないという、そういう考え方でいいのですね。 

○議長（根津公男君） 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 今回の条例につきましては、剰余金が出た場合に、第２条第３項

に定められています減債積立金、企業債を償還に充てる目的としてのことを、おっしゃってい

るかと思いますが、返すための財源に充てることができる文言といいますか、内容の制定にな

ってございます。 

○議長（根津公男君） 山田議員。 
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○１番（山田秀人君） 私の聞き方が間違ったかもしれません。 

 今まで特別会計でやっていて、借金があるわけですよ、地方債ね。それが新しい会計システ

ムになって、どういうふうになるかというのは、それはそれでなくなるまで、令和５年度の特

別会計の中で、ずっと引っ張っていくという、そういう考えでいくのだとすれば、令和６年か

らの残ったものをずっとなくなるまで、それが７年も８年も残るという格好になるけれども、

そういうことではないでしょう、 

それはどうなのですか。（何事か言う人あり） 

○議長（根津公男君） 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 申し訳ありません。企業債としては、残り続けます。 

 ですから、６年の４月１日から企業債は残りますし、償還する分は支出としてどんどんどん

どん出していくと、そこは今までの会計とは変わりありませんし、公営企業会計に移ったから

といって、それがなくなるとか、そういうことではございません。 

○議長（根津公男君） 山田議員。 

○１番（山田秀人君） 前の前に答弁してください、引き継ぐのかということです。 

○議長（根津公男君） 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 引き継ぎます。 

○１番（山田秀人君） 分かりました。 

○議長（根津公男君） あとほかに、ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎議案第66号 豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の公営企業会計適用に伴う関係条 

   例の整備に関する条例の制定について 

○議長（根津公男君） 日程第７、議案第66号 豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の公

営企業会計適用に伴う関係条例の整備に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 議案書15ページをお開きください。 

 議案第66号 豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の公営企業会計適用に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定についてご説明いたします。 

 豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の公営企業会計適用に伴う関係条例の整備に関する

条例を別紙のとおり定めるものでございます。 

 提案の理由といたしまして、総務大臣通知による地方公営企業法の財務・会計に関する規程

等を適用し、公営企業会計に移行するに当たり、関係条例について所要の改正を行う必要があ
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ることから、本条例案を提出するものでございます。 

 条例本文の朗読は省略いたしまして、別冊の９月会議資料、条例改正等新旧対照表でご説明

いたしますので、ご用意をお願いいたします。１ページになります。 

 第１条では、特別会計条例の一部改正となってございます。企業会計移行に伴い、第１条第

２号の簡易水道事業特別会計、同条第３号の公共下水道事業特別会計をそれぞれ削り、以降の

各号を繰り上げるものでございます。 

 ２ページをお開きください。第２条では、簡易水道事業基金条例の一部改正となってござい

ます。公営企業会計移行に伴い第４条中、簡易水道事業特別会計歳入歳出予算を、簡易水道事

業会計予算に、文言を改めるものでございます。 

 続きまして、３ページです。第３条におきましては、簡易水道事業給水条例の一部改正とな

ってございます。こちらにつきましては、引用条例が変更になることから、第２条中の水道設

置条例を、簡易水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例に改めるものでございます。 

 ４ページをお開きください。第４条では、公共下水道事業基金条例の一部改正となってござ

います。第２条及び第４条において、公営企業会計の移行に伴い、公共下水道事業会計予算と、

文言をそれぞれ改正するものでございます。 

 ５ページをご覧ください。第５条では、公共下水道事業受益者分担金基金条例の一部改正で

ございます。公営企業会計移行に伴い、第２条第１号及び第２号を削除し、第１項に公共下水

道事業会計予算で定める額として、文言を整理いたします。 

 ６ページをお開きください。第６条では、農業集落排水事業受益者分担金基金条例の一部改

正でございます。公営企業会計移行に伴い、第２条第１号及び第２号を削除し、第１項に公共

下水道事業会計予算で定める額として、文言を整理するものでございます。 

 ７ページをご覧ください。農業集落排水事業償還基金の設置、管理及び処分に関する条例の

一部改正でございます。第２条、第４条及び第５条において、公営企業会計移行に伴いまして、

公共下水道事業会計予算と、それぞれ文言を改正いたします。 

 ８ページをお開きください。合併処理浄化槽の設置及び管理に関する条例の一部改正でござ

います。こちらは引用条例が変更になりますので、第２条中の豊浦町公共下水道設置条例第２

条及び豊浦町農業集落排水施設設置条例第２条を、豊浦町簡易水道事業及び公共下水道事業の

設置等に関する条例第３条第３項及び第４項に改めるものでございます。 

 議案書17ページへ、お戻りください。 

 附則といたしまして、この条例は、令和６年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

 渡辺議員。  

○６番（渡辺訓雄君） 中身でないのだけれども、この農業集落の関係、その設置場所は大和

だけだったかい、そこをお尋ねしましょう。 

○議長（根津公男君） 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 議員がおっしゃるとおり、大和にあるものでございます。 

○議長（根津公男君） あとほかに、ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 
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○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎議案第67号 豊浦町簡易水道設置条例の廃止について 

○議長（根津公男君） 日程第８、議案第67号 豊浦町簡易水道設置条例の廃止についてを議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 議案書18ページでございます。 

 議案第67号 豊浦町簡易水道設置条例の廃止についてご説明いたします。 

 豊浦町簡易水道設置条例を廃止する条例を別紙のとおり定めるものでございます。 

 提案の理由といたしまして、総務大臣通知による地方公営企業法の財務・会計に関する規程

等を適用し、公営企業会計に移行するに当たり、本条例を廃止する必要がありますので、本条

例案を提出するものでございます。 

 19ページをご覧ください。豊浦町簡易水道設置条例は、廃止するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、令和６年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎議案第68号 豊浦町公共下水道設置条例の廃止について 

○議長（根津公男君） 日程第９、議案第68号 豊浦町公共下水道設置条例の廃止についてを

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 議案書20ページになります。 

 議案第68号 豊浦町公共下水道設置条例の廃止についてご説明いたします。 

 豊浦町公共下水道設置条例を廃止する条例を別紙のとおり定めるものでございます。 

 提案の理由といたしましては、総務大臣通知による地方公営企業法の財務・会計に関する規
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程等を適用し、公営企業会計に移行するに当たり、本条例を廃止する必要があることから、本

条例案を提出するものでございます。 

 21ページをお開きください。豊浦町公共下水道設置条例は、廃止するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、令和６年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎議案第69号 豊浦町農業集落排水施設設置条例の廃止について 

○議長（根津公男君） 日程第10、議案第69号 豊浦町農業集落排水施設設置条例の廃止につ

いてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 議案書22ページでございます。 

 議案第69号 豊浦町農業集落排水施設設置条例の廃止についてご説明いたします。 

 豊浦町農業集落排水施設設置条例を廃止する条例を別紙のとおり定めるものでございます。 

 提案の理由といたしまして、総務大臣通知による地方公営企業法の財務・会計に関する規程

等を適用し、公営企業会計に移行するに当たり、本条例を廃止する必要がありますので、本条

例案を提出するものでございます。 

 議案書23ページをご覧ください。豊浦町農業集落排水施設設置条例は、廃止するものでござ

います。 

 附則といたしまして、この条例は、令和６年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 
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 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎議案第70号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 

○議長（根津公男君） 日程第11、議案第70号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） 議案24ページをご覧ください。 

 議案第70号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についてご説明いたします。 

 地方自治法第286条第１項の規定により、北海道市町村職員退職手当組合規約を別紙のとおり

変更するものであります。 

 提案理由につきましては、新たに加入する団体の発生に伴い、別紙のとおり規約の変更が必

要となりましたので、規約変更の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、別冊の新旧対照表９ページをお開きください。最後のページになりま

す。 

 変更内容としましては、別表の一部事務組合及び広域連合の表におきまして、後志広域連合

を加えるものです。この広域連合につきましては、後志管内の16町村で構成されておりまして、

国民健康保険事業や介護保険事業に関する事務を行う組織でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎議案第71号 工事請負契約の締結について 

○議長（根津公男君） 日程第12、議案第71号 工事請負契約の締結についてを議題といたし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 武石建設課長。 

○建設課長（武石 修君） 議案書26ページでございます。 

 議案第71号 工事請負契約の締結についてご説明いたします。 

 簡易水道施設電気計装設備更新工事について、次のように工事請負契約を締結するものでご

ざいます。 

 提案の理由といたしまして、予定価格が5,000万円を超えることから、議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるもので
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ございます。 

 まず、契約の目的でございます。簡易水道施設電気計装設備更新工事でございます。 

 契約の方法は、指名競争入札でございます。 

 予定価格は、税抜き8,151万円に消費税815万1,000円を加えた、税込で8,966万1,000円が予定

価格でございます。 

 契約の金額は、税抜きで7,950万円に消費税795万円を加えた、税込みで8,745万円が契約の金

額でございます。 

 契約の相手方は、新栄・日野・清水特定建設工事共同企業体でございます。 

 入札等の詳細は、別冊の９月会議説明資料で説明いたします。２ページになります。 

 入札の執行日は、令和５年９月５日でございます。 

 工事の概要は、場所は豊浦町内、こちらは礼文華になりますが、工事内容は、礼文華第１ポ

ンプ場の電気計装設備更新一式でございます。詳細は、取水ポンプの更新が１台、送水ポンプ

の更新が２台、滅菌機・消石灰注入設備の更新が一式となってございます。 

 工期は、令和６年の２月29日までを予定してございます。 

 入札経過です。１回目で落札してございます。落札金額7,950万円、落札率は97.53％で、消

費税は795万円でございます。 

 落札業者は、新栄・日野・清水特定建設工事共同企業体でございます。２番札は、8,070万円、

入札率は99.01％、２番札業者は、北海電工・福岡特定建設工事共同企業体でございます。 

 今回の入札に当たっての指名業者は、三共・堀口特定建設工事共同企業体、新栄・日野・清

水特定建設工事共同企業体、北海電工・福岡特定建設工事共同企業体、以上３企業体となって

ございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩  午前11時50分 

再開  午後１時00分 

 

  ◎議案第72号 令和５年度豊浦町一般会計補正予算（第３号）について 

○議長（根津公男君） それでは、休憩を閉じて再開いたします。 

 日程第13、議案第72号 令和５年度豊浦町一般会計補正予算（第３号）についてを議題とい

たします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 本所政策財政課長。 

○政策財政課長（本所 淳君） 議案第72号 令和５年度豊浦町一般会計補正予算（第３号）

についてご説明いたします。 

 議案書の27ページをお開きください。 

 議案の朗読を省略し、歳入歳出予算の補正については、それぞれ1,554万2,000円を追加し、

総額を57億8,004万3,000円といたします。 

 補正内容につきましては、別添の補正予算概要書のとおりですが、主な要因についてご説明

いたします。 

 初めに歳出ですが、財産管理費では、政府が推進する情報システムの標準化に向けて、現行

システムのデータの過不足を調査し、安定的なシステム移行を行うため、総合行政システム標

準化対応業務委託の所要額を追加いたします。 

 税務総務費では、令和６年度から森林環境税が個人住民税均等割と併せて、一人年額1,000円

徴収となり、これに対応するため総合行政システムの改修費用を増額いたします。 

 社会福祉総務費では、会計検査院による実地検査により発覚した、住民税非課税世帯に対す

る臨時特別給付金事業における誤支給分の補助金、返還金を追加いたします。 

 低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金事業費では、令和５年度の住民

税が確定した結果、対象者が増える見込みのため所要額を増額いたします。 

 農業振興費では、農業用機械の導入を行う新規就農者に対し、国、道支出金を活用し、経営

発展を支援するための補助金、所要額を追加いたします。 

 治山費では、当初予算で計上した、海岸町の急傾斜地落石防止対策のための調査設計が終了

したため、工事請負費の所要額を追加いたします。 

 次に、歳入については、国庫補助金としてデジタル基盤改革支援補助金、新型コロナウイル

ス感染症セーフティネット強化交付金、新規就農者育成総合対策事業、道補助金として、新規

就農者育成総合対策事業をそれぞれ追加いたします。 

 また、町債として、海岸町急傾斜地落石対策事業に対する財源として、緊急自然災害防止対

策事業債を追加いたします。 

 その他財源調整として、普通交付税を増額いたします。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

 石澤議員。 

○７番（石澤清司君） ９月４日の全員協議会の中で説明をいただいて、議員は全員理解をし

ているわけですが、民生費の国庫支援金の償還金、これについて町民に分かるように、まずは

説明をいただきたいと思います。 

○議長（根津公男君） 竹林町民課長。 

○町民課長（竹林善人君） 今回、補正に出しております国庫への償還金でございますが、今

年度会計検査院の実地検査がありまして、その中で令和３年度及び令和４年度に支給いたしま

した、住民税非課税世帯に対する臨時特別交付金の事務の中で、その対象者の選定に誤りがあ

ったと指摘されております。 

 まず、指摘された内容としては、一つ目として租税条約に基づく免除を受けた者について、

１世帯の誤支給があった。 

 二つ目としては、住登外課税者、豊浦町に住民登録はしておりますが、他市町村で住民税を
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課税している者、その世帯は対象とならないのですが、３世帯の住民登録外課税者へ支給をし

てしまった。 

 三つ目としては、令和３年度支給対象者でありましたが、令和３年度の支給申込期限までに

申請がなかった方に対して、令和４年度の別な支給事務の中で、令和３年度に申請をしていな

かった者に申請書を送ったため、その方から申請があり支給してしまった。その方々はあくま

でも令和３年度のみの対象であって、令和４年度の対象ではないと指摘を受けた方が、11世帯

発覚したということです。全体として15世帯の誤支給、それに伴う事務費を今回返還するもの

でございます。 

○議長（根津公男君） 石澤議員。 

○７番（石澤清司君） 実地検査によって、誤支給分の補助金の返還を求められたということ

ですが、これは所管職員の事務の対応に、不手際があったという捉え方なのか、これはやむを

得ない状況の中で、そういうことが発生したことなのか、そのことについて説明をいただきた

いと思っていますし、それによっては、処分的な問題も関わるのではないかなと考えておりま

すので、そのようなことが今後起こらないためには、所管としてどのような対応の仕方をして

いるかも含めて、ご答弁をいただきたいと思います。 

○議長（根津公男君） 竹林町民課長。 

○町民課長（竹林善人君） 今回の誤支給、事務処理ミスにつきましては、やはり所管でその

交付金対象者を選定するときに、マニュアル等の読み込みが足りない、関係書類を全て読み込

んだ中での対応ができていなかった部分では、町の職員の中でのミスということで、やむを得

ない場合ではない、あくまでも町のミスである。また、今後の再発防止という観点では、その

マニュアル等は、国や道から発出されてくるわけですから、その部分を必ず担当以外の職員も

全て読み込んだ中で、それぞれが確認できる体制をきちんと整え、また私ども管理職等でも、

きちんとそこを精査するという内容で、今現在は事務を進めております。 

○議長（根津公男君） 石澤議員。 

○７番（石澤清司君） このことについて町長として、どのような捉え方、考え方でこれから

のことも含めて、どのように考えているのか、ご答弁をいただければと思います。 

○議長（根津公男君） 村井町長。 

○町長（村井洋一君） ただいま担当課長が言いましたけれども、読み込みが足りなくて支給

される条件を、しっかりと捉えていなかったのが一つあろうかと思います。 

 また、今後の防止策ですけれども、担当課だけではなくて、やはり複数の人間が読み込みを

ちゃんと認識して、統一して、これでいいねと確認をしながら、事務事業を進めていくべきだ

と思ってございます。 

 今回このようになりましたことにつきまして、本当にお詫びを申し上げる次第でございます。 

○議長（根津公男君） ほかにありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。（「議長、５人しかいない」と

言う人あり） 
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 いや、過半数を超えていますので、会議は成立することになっていますので、ひとつよろし

くお願いいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎議案第73号 令和５年度豊浦町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 

○議長（根津公男君） 日程第14、議案第73号 令和５年度豊浦町介護保険事業特別会計補正

予算（第１号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 藤原総合保健福祉施設事務長。 

○総合保健福祉施設事務長（藤原弘樹君） 議案書36ページをご覧いただければと思います。 

 議案第73号 令和５年度豊浦町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明さ

せていただきます。 

 議案の朗読を省略します。歳入歳出予算において、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

1,965万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億6,912万5,000円とするもので

ございます。 

 補正の概要をご説明しますので、議案書の42、43ページをご覧いただければと思います。 

 ４款１項２目22節、償還金、利子及び割引料におきまして、令和４年度の介護給付費負担金

の国庫及び道費の精算に伴う返還金として、1,965万円を増額するものでございます。 

 次に、その財源として歳入をご説明しますので、議案書40、41ページになってございます。 

 ６款２項１目１節、支払準備基金繰入金としまして、令和４年度に交付されました介護給付

費負担金の超過交付分を財源としまして、返還金として、歳出予算と同額の1,965万円を増額補

正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎報告第４号 令和４年度決算に基づく健全化判断比率等について 

○議長（根津公男君） 日程第15、報告第４号 令和４年度決算に基づく健全化判断比率等に

ついてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 本所政策財政課長。 

○政策財政課長（本所 淳君） 44ページをお開きください。 

 報告第４号 令和４年度決算に基づく健全化判断比率等についてでございます。 

 令和４年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について、地方公共団体の財政の

健全化に関する法律の規定により、健全化判断比率などを議会に報告することになっています

ので、監査委員の意見書を付して、今回報告させていただくものでございます。 

 45ページをお開きください。 

 まず、一つ目は、健全化判断比率でございます。四つの指標があり、例年報告しております

が、これらの指標で財政状況を判断するものでございます。 

 四つの指標につきましては、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担

比率となっています。 

 本町につきましては、実質公債費比率が13.7％でございまして、実質赤字比率、連結実質赤

字比率、将来負担比率については、赤字となっていないことから算定されておりません。 

 二つ目の資金不足比率につきましては、公営企業会計ごとの資金不足額の事業の規模に対す

る比率で、令和４年度についても算定されておりません。 

 また、監査委員の意見書では、個別意見、是正改善に要する事項とも、特に問題はないとい

う意見をいただいております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりました。 

 報告案件であることから、特に確認したい事項等があれば受けることといたします。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） これで、報告第４号 令和４年度決算に基づく健全化判断比率等につ

いては報告済みといたします。 

 

  ◎議案第58号 令和４年度豊浦町各会計決算の認定について 

  ◎議案第59号 令和４年度豊浦町国民健康保険病院事業会計決算の認定について 

○議長（根津公男君） 日程第16、議案第58号 令和４年度豊浦町各会計決算の認定について

及び議案第59号 令和４年度豊浦町国民健康保険病院事業会計決算の認定についての委員会報

告につきましては、会議規則第34条の規定に基づき一括議題とし、報告を受けることといたし

ます。 

 初めに、議案第58号及び議案第59号につきましては、定例会８月会議において決算審査特別

委員会に付託し、休会中の審査となっていた案件でございます。 

 よって、会議規則第38条の規定に基づき、所管委員長の報告を求めます。 

 決算審査特別委員会山田秀人委員長、登壇願います。 

○１番（山田秀人君） 本委員会に付託された各議案につきましては審査の結果、次のとおり

決定したので、会議規則第72条の規定により報告いたします。 

 議案第58号 令和４年度豊浦町各会計決算の認定について、審査の結果は認定となります。 

 次に、議案第59号 令和４年度豊浦町国民健康保険病院事業会計決算の認定についても、認

定といたしたところであります。 

 １、審査の経過及び結果。 

 定例会８月会議において、当委員会に付託された各議案の審査につきましては、令和５年８

月24日及び25日の２日間にわたり、委員会を開催し、代表監査委員から説明を受け、一般、特
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別会計、国民健康保険病院事業会計決算について審査を行った結果、いずれも「認定すべきも

の」と決定いたしました。 

 ２、審査意見。 

 （１）令和４年度も新型コロナウイルス感染症の感染拡大は３年目を迎え、住民生活に甚大

な影響を及ぼす結果となっており、収束への方向になりつつあります。 

 審査過程に当たり、各委員や監査委員の厳しい指摘や改善策の提言もありました。 

 特に、予算執行での事務処理の在り方、事業効果等の検証及び確認に当たって、薄弱で不明

確な点が目立っています。答弁については、適切でかみ合ったものになっていません。２か年

も同様な質問にも改善が見られていません。執行に当たり、係長職の役割が重要であり、管理

職が支えるべきものであります。また、町政執行に当たっては、理事者・職員が町民の立場に

寄り添った執行を求めます。 

 令和４年度決算の特徴は、何と言っても、令和３年度に引き続き「リサイクルセンター」に

おける不適切なホタテ貝雑物処理の費用が発生し、突発的に基金から１億円以上の貴重な財源

を取崩す事態に至っています。また、ホタテ貝雑物を資源としてつくる特殊肥料「海の恵み」

の生産が極端に少ないため、有効な販売がなされず、町有財産の損失が明らかになりました。

長年にわたり放漫な経営管理が続いていたことが露呈したものであります。委託業務の締結に

おいて、債務不履行ともいえる状況が発生したのではとの疑念を抱かざるを得ません。今後、

業務内容を確実に履行できる相手先との契約を締結すべきです。 

 二つ目は、バイオガス発電における経費の増大は、一般財源・基金からの財源注入はますま

す増加し、看過できない状況に陥っています。これまでの事業展開への反省と検証を明確にす

ることが重要となっています。それを踏まえ、事業継続や縮小及び廃止も視野に入れた決断が

求められます。 

 庁舎内では、検討委員会を立ち上げ対応を模索しているとの報告も伺っており、もはや喫緊

の課題として取り組む必要があります。 

 歳入について。 

 租税債権の厳格な徴収と不納欠損処分を計画的に行うこと。住宅料滞納処分は、私債権とし

ての適正な管理のため、裁判所との連携を図ること。 

 繰入金。 

 基金からの繰入は、当初予算１億5,000万円が７億円超えの決算となり、「リサイクルセンタ

ー」における不適切なホタテ貝雑物処理の費用が大きく反映しています。基金の取崩しが、無

制限の状態は将来の財政運営に支障をきたすため、節度ある取崩しを行うこと。 

 歳出について。 

 議会費。 

 議会事務局の正規職員が局長１人で、あと２名は会計年度任用職員という体制の中で、議会

の活動をいかに政策的な提言をするか、全般的な議会事務局の活動を保証するため、きちっと

した正規職員の人員配置が求められます。 

 総務費。 

 ア、文書広報費。 

 広報紙のカラー化は、時代に合った製作を求めます。速やかな事務手続きが求められます。

日本ハムファイターズ応援事業は、豊浦町のＰＲにおいて今後も取り組むこと。 

 イ、ＵＩＪターン新規就業支援事業。 

 事業効果が希薄なため、時代にふさわしい事業展開が望まれます。 
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 ウ、コミュニティバス運行事業。 

 職員自らバスに乗り込んで、利用者からの要望を聴取し、課題の解消を図ること。 

 エ、防災費。 

 期限切れ備蓄品の活用は、町民が分かるよう、配布基準を明確にすべきです。 

 オ、出生祝金。 

 「とよＰ」によるポイント付与としていますが、現金で支給すべきです。 

 民生費。 

 ア、高齢者クラブ連合会運営。 

 65歳以上の高齢者は、40％を占める。30万円強の事業費は少な過ぎます。事業目的の視点を

変え、支援対策を強化すべきです。高齢者コミュニティセンターでのスペースを確保し、高齢

者の利活用を図り、活動を旺盛にすべきです。 

 イ、配食サービス。 

 利用件数、実人数、利用予定者数が把握されていません。配食の内容や配送経費の実態把握

と適正な委託先を検討し、実行すべきです。 

 ウ、除雪サービス。 

 地域によって負担額の増減があるので、平等に行き渡るよう実態を把握し、執行すること。 

 エ、価格高騰緊急支援給付金。 

 不用額が４分の１程度も生じており、適正な給付が求められます。 

 衛生費。 

 ア、予防費。 

 疾病対策として、各種健康診断は重要ですが、受診率が低く対策を講じること。 

 土木費。 

 ア、旭町跨線橋老朽化対策。 

 今後の対策をＪＲ北海道と協議し、財源や負担割合を明確にすること。 

 イ、町道除雪。 

 前年度と同様、大岸地区の除雪が遅いため、改善が求められます。 

 簡易水道事業特別会計。 

 ア、漏水対策。 

 埋設管の取替計画についてですが、漏水箇所が18件となっています。埋設管渠の地図化にお

いて未整備の箇所があるので、調査を怠らないこと。また、埋設を表示するポールが設置され

ていますが、破損・放棄などの点検を怠らないよう、適正な管理を求めます。 

 公共下水道特別事業会計。 

 ア、トイレの水洗化率。 

 77％の水洗化率となっています。今後、人口減少となり、収入の減少、コストの増加といっ

た状況となります。課題解決の方策を講じるべきです。 

 国民健康保険事業特別会計。 

 ア、加入者負担軽減。 

 早急に負担軽減を図るべきです。 

 イ、受診率向上対策。 

 受診率の低下状況について解決策を講ずること。受診勧奨は、保健センターの役割であり、

電話勧奨に頼らず自ら未受診者への訪問が必要です。 

 国民健康保険病院事業会計。 
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 国民健康保険病院は、町民の命綱であり、町政を担う重要な施設です。 

 病院を取り巻く環境は厳しい状況に立たされていますが、自治体の病院を維持するには、一

般会計からの繰入れは必要となっています。厚生労働省は、病院の廃止や縮小の方針を継続し

ています。本町病院が医療圏域の中で、どのような位置づけになるのか注視していくべきです。

翌年度から療養型に転換しての病院改革をします。医療計画の動向を見定め、町民に寄り添い、

ニーズに応える病院経営を支える根幹をなすものは、医師であり、看護師であり、必要なスタ

ッフであります。患者との信頼関係を築き、町民に親しまれ、地域とともに歩む病院を目指し

ていただきたい。 

 以上、委員長報告といたします。 

○議長（根津公男君） 委員長報告が終わりました。 

 次に本件については、山田秀人議員から会議規則第71条第２項の規定によって、少数意見報

告書が提出されております。 

 少数意見の報告を求めます。山田秀人議員、登壇願います。 

○１番（山田秀人君） 少数意見報告書、令和５年８月24日から８月25日に開催のあった決算

審査特別委員会において、留保した少数意見を次のとおり報告いたします。 

 議案第58号「令和４年度豊浦町各会計決算の認定について」並びに議案第59号「令和４年度

豊浦町国民健康保険病院会計決算の認定について」は、委員長報告のとおり「認定すべきもの」

となりましたが、会計規則第71条第２項の規定に基づき、次のとおり少数意見として留保いた

します。 

 令和４年度豊浦町一般会計決算について。 

 議会費について。 

 執行機関である町長部局に帰属する行政委員会である監査委員事務局を、議事機関である議

会事務局が担当しています。事務局における人員体制は、令和３年度と同様、正規職員１名、

会計年度任用職員２名であった。 

 監査体制の充実は、確固とした人員を要するため、監査委員事務局体制を独自に構築し、独

立した職員の配置が必要であります。 

 しかしながら現在は、議会事務局が兼任し、国保病院、各会計の例月出納検査及び決算監査

業務や、常時ではないが住民監査請求など広範囲な事務処理が行われています。このことは、

議会事務局長をはじめ局員の事務負担が激増し、議会本来の事務処理にも影響を及ぼしており

ます。また、残業が頻繁に続き、年次有給休暇も満足に消化できないことは、職員の健康管理

が危ぶまれる状況を呈しております。 

 地方自治制度は、日本国憲法第８章に規定され、第93条には議事機関としての議会の設置が

義務づけられ、二元代表制を採用する一機関として、執行機関から独立した制度をなしていま

す。 

 また、住民の願い、思いを実現するため、議員各位の自覚した自らの議員活動をすることは

当然でありますが、議会活動を保障並びに活発にするには、議会事務局の体制が整備されるこ

とが重要かつ必要になっています。 

 しかしながら、令和４年度の事務局の人員体制は、前述のとおりとなっており、憲法で保障

された状況からは、程遠い体制となっています。 

 このような状況を早急に改善するため、豊浦町議会基本条例の趣旨により、議会採用の独任

制正規職員を適正配置し、待ったなしの議会体制が求められます。 

 コロナ支援交付金について。 
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 コロナ禍による住民への支援の交付金については、おおむね豊浦町内の店舗での使い方にな

っています。 

 農協のストアが閉店して以来、食料品や生活必需品などを提供する店舗は、本町にはコンビ

ニ等の店舗のみとなっており、町民が満足・安心して買い物できるストア等生活用品が多品目

にわたる施設がないため、制限されたものとなっています。 

 支援交付金が、せめて近隣の町のストアで利用できなかったことが、工夫のない対策であり

ました。 

 町民ファースト・町民第一の施策の展開が求められていたところであります。 

 また、本町におけるスーパーマーケット等の誘致を含めた建設活動を支える予算・決算が、

一切なかったことも無策の一端を呈している。 

 コロナ禍におけるイベントや観光事業も縮小、中止を余儀なくされたが、町民の萎えた気分

を癒やす試みが欠けており、工夫のある事業実施が望まれておりました。 

 福祉事業について。 

 福祉では、一般会計、介護特別会計、やまびこ特別会計を含め、社会福祉協議会との委託契

約事業が多方面にわたっています。高齢者への給付サービス（配食事業）では、不合理な事業

となっており、複数年にわたって改善されないことが明らかにされました。これらが、町民サ

ービスにおいて行き渡らないことが散見され、丸投げ事業と言われるような消化事業にならな

いよう留意し、クオリティーの低下を生じることは、回避すべきであります。 

 教育費について。 

 教育費では、公民館事業において図書室活動が卓越した成果を放っている。しかしながら、

総じて文化政策は他市町村に比較して、秀でたものは見当たりません。情操豊かな町、創造性

のある町をつくるためには、豊かな芸能や知識などを町民に提供することが求められます。文

化の向上を目指す姿勢を町教育委員会が意識して推進すべきであります。 

 令和４年度豊浦町簡易水道事業特別会計決算について。 

 管渠等、既設配水管の敷設設備は、台帳への登録が未整備・不明箇所が存在しており、完全

な把握は、人員を要して解明する必要がある事項のため、漫然に放置しておくものではなく、

体制を整え、早急に台帳整備を進めることが迫られています。 

 また、埋設表示のポールの破損・紛失が見受けられ、配水管改修等に支障をきたさないよう、

敷設点検を行い、実情に即した表示が求められるわけです。 

 以上、少数意見の報告といたします。 

○議長（根津公男君） 以上で、少数意見の報告が終わりました。 

 これで、令和４年度決算審査特別委員会報告と少数意見の報告が終わりました。 

 質疑につきましては、議長除く全員をもって構成する特別委員会における付託案件の審査結

果であることから、議会の運営に関する基準第７章第１節第２号、３号及び第２節６号の規定

により質疑を省略し、直ちに討論に入ります。討論はありませんか。 

（「討論あり」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） これより、討論に入ります。 

 最初に、原案に対する反対討論の発言を許します。 

 山田議員。 

○１番（山田秀人君） 議案第58号、第59号の決算認定についての反対討論をいたします。 

 委員長報告にもありましたが、令和４年度の決算の特徴であります。令和３年度に引き続き、

リサイクルセンターにおける不適切なホタテ貝雑物処理の費用が発生し、多大な金額を弄した
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という決算が報告されています。また、バイオガス発電における経費の増大も、重要なものと

なって報告されております。それぞれるるそのほか基金の取崩し、これらについても不明確な

無造作な取崩しなどが行われて、到底認定するわけにはいかないということで、決算の認定に

ついては、反対討論といたします。 

○議長（根津公男君） 次に、賛成討論の発言を許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで討論を終結いたします。 

 ここで、お諮りいたします。 

 議案第58号 令和４年度豊浦町各会計決算の認定について及び議案第59号 令和４年度豊浦

町国民健康保険病院事業会計決算の認定についての採決に当たっては、起立によって行いたい

と思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認め、採決に当たっては起立で行います。 

 初めに、議案第58号 令和４年度豊浦町各会計決算の認定については、委員長報告のとおり

決することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（根津公男君） 起立多数であります。 

 よって、議案第58号 令和４年度豊浦町各会計決算の認定については、委員長報告のとおり

に決しました。 

 次に、議案第59号 令和４年度豊浦町国民健康保険病院事業会計決算の認定については、同

じく委員長報告のとおり決することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（根津公男君） 起立多数であります。 

 よって、議案第59号 令和４年度豊浦町国民健康保険病院事業会計決算の認定については、

委員長報告のとおりに決しました。 

 

  ◎選挙第１号 選挙管理委員会委員及び補充員選挙について 

○議長（根津公男君） 日程第17、選挙第１号 選挙管理委員会委員及び補充員選挙について

を行います。 

 本町の選挙管理委員会委員は、令和５年９月28日をもって任期が満了となるため、地方自治

法第182条第１項及び第２項の規定に基づき、議会が選挙をするものであります。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定に基づき、指名推選にて行いたいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決しました。 

 初めに、選挙管理委員の指名推選を行います。 

 山田議員。 

○１番（山田秀人君） 選挙管理委員の委員には、４名の委員を推薦いたします。 

 まず、寺林正裕氏、阿部満氏、菊地典子氏、片岡眞澄氏の以上４名を、指名いたします。 

○議長（根津公男君） ただいま山田議員が指名されました４名の方々を、選挙管理委員会委
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員の当選人と定めることに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名されました寺林正裕氏、阿部満氏、菊地典子氏、片岡眞澄氏の４名の

方が、豊浦町選挙管理委員会委員に当選されました。 

 次に、選挙管理委員会補充員の指名推選を行います。 

 山田議員。 

○１番（山田秀人君） 選挙管理委員会の補充委員には、第１順位に荒井成道氏、第２順位に

小野恵氏、第３順位に福岡幸市氏、第４順位に伊藤ひとみ氏の以上４名を、指名いたします。 

○議長（根津公男君） ただいま山田議員が指名されました４名の方々を、選挙管理委員会補

充員の当選人と定めることに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名されました第１順位荒井成道氏、第２順位小野恵氏、第３順位福岡幸

市氏、第４順位伊藤ひとみ氏の４名の方が、順序のとおり豊浦町選挙管理委員会補充員に当選

されました。 

 

  ◎意見書案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・ 

   強化を求める意見書 

  ◎意見書案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書 

○議長（根津公男君） 日程第18、意見書案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・

林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書を議題といたしますが、日程第19、意見書案

第２号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書の２件につきましては、同一の案

件であることから、会議規則第34条の規定に基づき、一括議題として上程したいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認め、意見書案第１号及び第２号までの２件につきまして

は、一括議題として上程することに決しました。 

 初めに、意見書案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の

充実・強化を求める意見書について、質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） これで、質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 次に、意見書案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書について、質疑

があれば許します。 
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（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） これで、質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 

  ◎散会宣告 

○議長（根津公男君） 本日は、これをもって散会いたします。 

 大変お疲れさまでございました。 

午後１時50分 散会 
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